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居宅サービス従事者数推移

結果の概要

2015年から2019年まで各年10月1日時点における居宅サービス従事者数（推計）を調査した。

2015年介護保険改正の影響を受けた通所介護の減少分を除いて全体としては増加傾向であ

る。

増加率で見ると特に訪問看護の従事者が著しく増加している。

調査概要

1. 調査名：居宅サービス従事者数推移
2. 出典：厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（e-Statよりデータを入手）。詳細票
編・居宅サービス事業所・総括表・表番号6。平成27(2015)年、平成28(2016)年、平成
29(2017)年、平成30(2018)年、令和元(2019)年の調査データを用いた（各年10月1日
時点）。当該５回の調査において調査方法の変更が見られるが、今回の分析においては

その結果に対する影響を考慮しないこととした。結果を参照される場合には考慮された

い。

研究員の一言

1. 2015年から2016年にかけての通所介護サービス従事者の大幅な減少は、2015年度の
介護保険改正に起因すると考えられる。この介護保険改正により、2015年時点における
通所介護サービスのうち利用定員が18名以下のものが、2016年に創設された地域密着
型通所介護へと移行された。そのため、実態としては従事者数の減少ではなく、カテゴ

リーの移行としてとらえられるべきであろう。これについては、地域密着型サービスの従

事者数の動向と合わせたさらなる検証が必要である。

2. 訪問看護ステーションの著しい増加も、介護保険改正と関連している。医療との連携を推
進するという政策的意向のもと、介護報酬の増加がおこなわれた。訪問看護について

は、事業所数・サービス受給者数も増加していることから、全体的に拡大傾向であること

が見られる（「高齢社会ラボ：居宅サービス事業所数推移」）。この傾向は今後も継続する

と考えられる。

調査詳細
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https://aging-and-well-being-labo.com/surveys_20210326_kyotakusurvicejigyousyosuu/


1. 2015年10月から2019年10月の4年間において、居宅サービス従事者数を確認すると、全体
として微増の傾向となっている。
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2. サービス種別ごとの従事者数推移を確認すると、通所介護に減少傾向が見られるが、その
他については全体として増加傾向である。このことから、1. に記述した居宅サービス従事者
数の2016年・2017年における全体的な減少は、通所介護の大幅な減少に起因していること
がわかる。
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3. サービス種別ごとの増加率を確認すると、率という観点で見ても先に見た通所介護の減少
が著しい（2015年を1とすると2019年は0.87）。他方で、実数値で見るとわかりにくいものの、
増加率という観点からは訪問看護ステーションの増加が顕著である（2015年を1とすると
2019年は1.69）。他方で、他のサービス種別については、2015年を1とすると2019年では
1.09～1.29%の間となり、ほぼ近い動向を示している。
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